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HMR(2008)の貢献
• 企業の異質性を考慮した、重力方程式の新
しい推定法を提案。

↓
企業レベルデータではない貿易データの推定
に「企業と貿易」理論の成果を反映している。

(補足)本報告では扱わないが、Appendix IIでは
HMR(2008)のモデルからAnderson and van 
Wincoop(2003)の一般的な重力方程式の導出もな
されている。
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双方向に貿易している国のペアは、
30~40%しかない。
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モデルの設定

国jの効用関数

国jの予算制約
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需要

国jの製品lへの需要

ここでPは価格指標
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価格
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国jの製品lの国iでの価格
(delivered price)

ここで、

・τは国jから国iへの氷塊輸送費
・caは限界費用
・aは、投入係数で、生産性(1/a)の逆数。
生産性(1/a)はパレート分布に従う。
・1/αはマークアップ
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利潤

導かれた需要、価格から、

利潤(国jの企業が国iへの輸出で得る利潤)
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ここで、

・cfは輸出の固定費用
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輸出のカットオフ

• 輸出のカットオフ：「利潤=0」となるときの
投入係数 a_ij (生産性の逆数)

0
投入係数
aa_L a_H

生産性「高」 生産性「低」

a_ij

輸出企業 非国際化企業
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輸出額

国jから国iへの輸出は、

平均輸出売上　

平均輸出売上全企業数

´=

´=

j

ij

N

M

ïî

ï
í
ì ³

=

÷÷
ø

ö
çç
è

æ
=

ò -

-

.,0

,)(1

1

otherwise

aadaafa
V

VNY
P
c

M

Lij

a

a
ij

ijji
i

j
ijij

ij

L

e

e

a
t

ここで、

という関係を利用すると、以下のように書ける。

(6)
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パレート分布の代入

Vにパレート分布を代入すると、Vは以下のように
書き直せる。
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ここで、

※生産性1/aのpdf、cdfが既知(パレート分布)なので、投入係
数aのpdf、cdfは密度関数の変数変換の公式を用いれば導
き出せる。
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輸出のカットオフの変化

• 仮定：k-ε+1>0、a_ij>a_L

輸出のカットオフa_ij増加(生産性の低い企業も輸出に
参入できるようになる) 

↓
W_ij(輸出企業の割合の指標)増加
↓
V_ij増加
↓
輸出額M_ij増加
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重力方程式

(6)式の対数をとり整理すると、次の(9)式が得
られる。

,0 ijijijijij uwdm ++-++= gclb

ここで、小文字は対数値を示す。
・λ：輸出国固定効果
・χ：輸入国固定効果
・d：距離の対数値

(9)



13

バイアスの制御

重力方程式(9)の推定には、2つのバイアスを
制御する必要がある。

①内生的な輸出企業数(w)のバイアス
②国のペアが貿易パートナーになるセレクショ
ンのバイアス
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企業の輸出意思決定

輸出の固定費用

の可変輸出利潤最も生産性の高い企業
=ijZ

潜在変数Zを次のように定義する。

Z>１であれば、輸出は正となる。

(10)
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プロビット方程式

(10)式から、次のプロビット方程式を導ける。

ここで、小文字は対数値を示す。また、
・ρ：国jが国iへ輸出する確率
・T：国jが国iへ輸出しているとき1をとるインディ
ケーター変数
・ξ：輸出国固定効果
・ζ：輸入国固定効果
・d：距離の対数値
・φ：国のペアに固有の貿易コスト
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重力方程式の新しい推定式

①η(逆ミルズ比)の使用
→サンプルセレクション修正：Heckman(1979)

②zの使用
→企業の異質性によるバイアス(輸出企業の割合)
の修正
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(14)

輸出企業の割合の指標w_ij
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2段階推定の手続き

[第1段階]
輸出の有無のプロビット選択方程式(12)式の
推定→z_ij、 ηの推定値

[第2段階]
重力方程式(14)式の推定
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